
計画の名称： 　大野市における水の循環の実現(その２）

事業主体名　： 大野市

チェック欄

Ⅰ.目標の妥当性

①上位計画等との整合性が確保されている。 ○

②地域の課題を踏まえた目標が設定されている。 ○

Ⅱ.計画の効果・効率性

①目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

②指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

③指標・数値目標が分かりやすいものとなっている。 〇

④十分な事業効果が確認されている。 ○

Ⅲ.計画の実現可能性

①計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

②計画について、住民等との間で合意が形成されている。 ○
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